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か吉

か
つ
て
、

た
北
国
間
道
。
沿
道
の
家
並
み
は
普

の
面
艇
を
ま
だ
一
部
残
し
て
お
リ
、

当
時
の
生
活
ぷ
リ
を
伝
え
て
い
る
。

柳
町
の
保
A
W
水
を
西
に
曲
が
る
と
、

止

-
u
L

長
出
沢
川
を
遮
る
高
橋
ま
で
一
本
道
。

4
 

高
橋
は
、
怖
の
両
削
が
『
明
形
』

ど
呼
ば
れ
る
拘
の
手
町
通
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
析
形
は
、
城
下
町
の
戦

時
土
っ
く
」
ワ
れ
た
道
。

こ
こ
は
西
の

防
衛
前
韓
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
近
く
に
は
ニ
つ
の
道
標
が
あ

る
。
生
塚
剛
に

『
ぜ
ん
か
っ
じ
遭
』
、

諏
訪
部
制
に

『
北
向
観
世
音
道
』
。

『
北
向
観
世
音
遭
』
を
見
て
南
に
下

る
と
、
か
つ
て
の
松
本
街
道
に
。
こ

1
1
E
 

こ
に
は
芳
泉
寺
が
あ
る
。
真
田
晴
之

の
委

・
小
松
姫
の
菩
捷
寺
。
街
道
沿

い
の
苔
む
し
た
瓦
、
大
き
な
寧
の
造

リ
も
人
び
と
の
足
を
止
め
さ
せ
る
。

高
橋
や
二
円

一
帯
は
、
数
々
の
映

晶
の
ロ
ケ
地
に
慣
わ
れ
て
き
た
。
註

時
の
荷
道
を
思
い
浮
か
べ
な
が
」
ワ
の

『歴
史
の
散
軍
』
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

市内にある横とその周辺こ関する古い写真 ユニ クなヱピソ ドや伝鋭のある横がありましたら 総書操広組担当までお寄ぜ〈ださい.

〈再生紙を使用しています〉

務橿に関する写真I信置を事集



[iM月庁七|
国

立

院

南

口

に

『
国
際
会
議
観
光
都
市
』
絡

路
を
推
進

ロ
月
定
例
市
損
金
が
、
ロ
月
3
日
か
ら

同
却
固
ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

6
億
6
1
9
4
万
円
を
計
上
し
た
、
平
成

8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
よ
田
市
圏

輩
草
落
排
水
施
設
量
例
と
上
田
市
下
氷
道

章
例
由
一
部
改
正
な
ど
、
日
議
案
が
審
議

さ
れ
、
意
見
書
の
1
寮
件
が
否
決
さ
れ
た

日
か
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
、
4
4
8
億
8
3
0
万
円
と
な
り
ま。ず

し
た
。
ま
た
、
教
育
霊
員
会
垂
員
に
、
安

td手
m

E

E

江
昭
祐
さ
ん
(
聞
歳

・
川
辺
町
)
と
大
理

Z
L
E
a
-

智
昭
さ
ん
(
引
歳
・
上
本
郷
)
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

が平成6年に固陣会蝿阻光都市に認定され
めての国際会腫となった f第16回日中鉄道
者協惜J. (昨年12月4目、 上国商工会輔所)

-
主
な
条
例
の
制
定

・
改
正
な
ど

マ
上
田
市
農
草
聾
藩
排
水
施
股
量
例
の

一

部
改
正
(
内
容
)
平
成
元
年
4
月
か
ら
鋸
え
世
い

て
い
た
民
業
集
落
排
水
使
用
料
を
、
上
田

市
下
水
道
等
使
用
料
金
審
議
会
白
答
申
に

基
づ
き
、
事
業
の
健
全
化
と
整
備
促
進
の

た
め
に
改
定
を
行
う
た
め
由
関
悟
規
定
自

改
正
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
4
月
か
ら
良

業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
は
平
均
お
・

6
%
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

マ
上
田
市
下
水
道
量
例
の
一
部
改
正

(
内
容
)
同
じ
く
上
田
市
下
水
道
等
世
用

料
金
審
議
会
の
菩
申
に
基
づ
い
て
、
下
水

道
財
政
の
健
全
化
と
よ
り
い
っ
そ
う
の
下

水
道
整
備
と
万
全
な
維
持
管
理
を
行
う
た

め
、
使
用
料
金
の
改
定
を
行
う
た
め
回
関

時
規
定
の
改
正
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
4
月

か
ら
、
下
水
道
使
用
料
金
は
平
均
口

・
5

%
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

新
規
事
業
、
充
実
し
た
事
業
を
中
心
に

r 

紹
介
し
ま
す
。

.12月市際会で決まった
8年度予算

¥¥¥ 補正予算 予算総額

般 6健 448憧
会計 6.194万円 830万円

特別 1健 261憧
会計 3，813万円 3，28日万円

田
万
円

人
ク
ラ
ブ
記
念
誌
発
刊
事

車

補

助

金

四

万

円

マ
ンョ
1
ト
ス
テ
イ
事
草
1
0
2
6
万
円

(
内
容
)
寝
た
き
り
老
人
、
痴
ほ
う
性
老

人
、
臨
弱
老
人
目
老
人
施
設
へ
の
短
期
入

所
由
利
用
者
地
に
よ
る
措
置
費
め
追
加

マ
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
事
輩
3
7
0
万
円

(
内
容
)
寝
た
き
り
老
人
、
痴
ほ
う
性
老

人
白
老
人
施
設
へ
の
中
期
入
所
の
利
用
者

地
に
よ
る
惜
世
費
の
追
加

マ
畏
間
保
育
所
助
成
事
輩
幻
万
円

(内
容
)
o
l
5
7
対
置
と
し
て
冷
凍

庫
を
購
入
し
た
私
立
保
育
園
に
補
助l

億
円

〔
内
容
)
医
療
法
人
光
仁
会
(
川
西
病
院
)

が
建
設
す
る
老
人
福
祉
施
設
に
対
し
、
ふ

る
さ
と
融
資
に
よ
り
貸
し
付
け
。

芸
先
端
産
地
開
発
事
業

5
2
8
万
円

( 

|星空侵鐘会 l 
[>とき 2月1日出午後7時30分-91寺(1 

時四分までに集合) [>参加料無料 かその

他 雨天 ・曇天目撃はプラネタリウムで説明。小

中学生以下のかたは傑鐘者同伴で来崎くださL、。

戸 ソコン教室 | 
鶴座名 実値目 対象者 定員四冊 受賜料 申し込み方法

調子パソコン報室
2月畠自由午前宮崎却升

小中事生白子と盟 "名 政"阿
2月2日間午前E聞から

~午過3崎却分 電話で."付"

中ー 高 年入 門 2月"自由午前9崎 国蝿以上めかた "名 1町
2月 4日同午前9時から

パソコン教富 ~午漣4暗 電Eで畏"付け

夜間パソコン鞍壷 2月"目柵 ・"日申
"盤以上のかた "名 繁則岡

2月曲目咽i午前由時から
(革壇祖 } 午碕6時却分-，時'"卦 電臨で聖lヲ付"

パソコン教室 2月"且{目、'午前宮崎
".以ょのかた "名 筑泊。門

2月s日，"，午後1埼から
(革磁・ 〉 ~午蟻4崎 電蹟で聖"付け

夜間パソコン鞍富 2J!18自由・曲目申.，自..甜目i酔
".以上めかた "名 “四阿

2月"且由午前田崎市、ら
(-，郎ワープロ圃} 午被E時却升~由時'"持 置恒で.'，付け

パソコ ン教 室 2月"日吐』・"日t目)
"量以上のかた "名 阪""同

2月"日吐」午前日時から
(費計陣掴〉 午前9時~午睡4時 電話で費"付け

|第2土曜日 学習施股の開放 | 

[>内容 『たねと突のっくり日J [>とき
2月8日出午前1明寺~正午 じ〉多加費無料

|よ小地方のわら鳥展 | 

bとき 2月12目剛-20日同

[2 ) 16 1. 広講習ラjir.!9



EEZf凄初動都暦を?容易ず

※税額証明容

京上回創造館 (正面玄関内)

三所得証明書

(
内
容
)
極
回
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
組
合
が
行

う
欧
州
系
大
粒
極
ぶ
ど
う
由
導
入
事
業
に

対
す
る
補
助

マ
新
生
産
関
整
推
進
対
策
と
も
補
慣
整
備

事
輩

9
7
5
7
万
円

マ
信
州
上
小
森
林
組
合
関
連
会
社
設
立
に

1
5
0
万
円

的
に
取
り
組
む
た
め
、
新
組
織
を
立
ち
上

げ
る
た
め
の
費
用
で
す
。

・
=
・
置
マ

(仮
称
)
下
郷
公
園
整
備

g

-
E・
歯
車

2
5
0
万
円

マ
道
路
防
災
点
検
事
輩

3
6
4
万
円

マ
国
立
新
病
院
南
口
連
絡
道
路
新
盤
事
草

-
億
2
0
0
0
万
円

(内
容
)
国
立
新
病
院
の
開
設
に
あ
わ
せ

て
建
設
す
る
、
南
口
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
の

工
事
費
四
追
加
。

内
容

業

3
0
w
o
万
円

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
を
積
極

市民課 (困 13 5 3) 

| マンガを描きたい '~J りたい，マルチメディアで生かしたい人/大募集 . 
.ん か

f(~，四ハ'iSíi~-æ)
」竺竺竺zrztrtfきEン更r~

害哲葬場、妻高壱Sf歩:里]Vf!JQJ~lJ
マルチメディア時代のソフトの作り手を育てることを目的に、昨

年に引き続き開催します。セミナーでは、 一流のマンガ家を講師と

して、アドパイスを受けながら、実際にマンガを制作し、それをパ

ソコ/に取り込み、マルチメディア化する実習を行います。

bとき 3月22日w・23日間 (事前パソコン講習会3月16日(団)
bところ 上田市マルチメディア情報センタ (メディアラノド
UEDA) 1>講師 石ノ森章太郎さん (高聞大学学長)、里中満

智子さん、モンキー ・パンチさん、伊万里すみ子さん b事聾対車
マノガとマルチメディアの双方に関心を持つ小学校高学年から中

学校の児童生徒と、ベアを組む大人 (両親や先生をはじめとする知

人)白かた20組40名 1>書加費用 2人l組で15 0 0 0円 (昼企 ・

教材など。交通貨 ・宿泊費は各自負担)

圃応募方法

①申込用紙 (下記見本を事照)と、②課題作品 『私の描きたい l

ベ ツ』と題したマンガを自由に描いてください (コマ数は聞いま

せん。 1コマでもスト リ マノガの 1:/ ノでも可。用紙は84

の大きさで、画材は自由)を郵送してください。 r一一一一一一一一

1>応募期限 2月22日w，o、W l>選考結果
上記講師による選考白上、応募者に 2月下旬

に連絡します。b問い合わせ ・応募先上岡
市マルチメディア情報セノター (11[挺量1000・

干386-12上田市大宇下之郷812番地1)

|制回 l 
写友まゆ年度宜コンテスト写真展 | 

市内の公民館などで写耳を生涯学習
としているかたたちの写真展

pとき 2月間日開-22日出

市では、住民サービスの向上のため、住民票など由自動交付機を

導入します。 これによ り、住民~など白証明書白交付が、土昭日 ・

日曜日や祝日、また早朝や夕方にも受けられるようになりますロさ

らに、市役所に加え、上回創造館でも利用できます。

b主付を畳けられる証明
※住民票 以印鑑畳録証明書

b股置場所
日上田市役所 (正面玄関東側)

b利用時間
午前 7時から午桂7時まで (土問日 ・日曜日、祝日も利用できま

す。ただし、12月31日から l月3日までは利用できません)
圃市民カードの切り替えはお漕みですか

自動究付機の利用には、 「市民カ ド』と 『暗証番号』が必要で

す。切り替えが済んでいないかたは、早めに市役所市民課・各支所

へお申し込みください (詳細は 「広報」平成8年11月16日号をご覧
くださL、)。

b問い合わせ

|綾子映画会 | 

bとき 2月16日倒再前日時3QJを~・
午後零時ω分~・午後2時50分- c> 
上映作品 『マヤの一生Jr大造じL、
さんとガンJ 1>定員各国 50 0名
1>入渇料 4歳以上 律900円

セミナ 申込轡

住所

氏名 《子ども〉 【〉嶋
《大人J【，.

学佼.鍍
パ Jコ〆《ワープロ〉虚
~.音書母

1. 16 J1i1llラ}ir.!9.【3J
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.向阻正司市冨ÜII圃岨ii~E劃i罫司圃園田E剖E・E・

上岡市で、平成7年度に亡くなったかたの内訳は、第l位=がん(27.1%)、第 2

ftL ~脳血管疾 ，1，\.1， 08.3%)、第3位=心臓病(15.4%)と、三大成人病が占めていま

す。特に、がんによる死亡は、年々地加しており、男女別白がん死亡状況は下記の

とおりです。

暢鼠10人

(e.2~ 

121.0別}

男

162人

胃55入

(3(.0%1 

その他11人 I 

(11.3矧 | 周11人
(17.5%) 

...人(6_2%)
これらの成人病は、生活習慣耐といわれるほど、日常生活に探く関わって

います。早期発見 ・早期治療するためにも、すすんで検診を受けましょう。

基本健康診査と大腸検診
40歳以上のかた

・畳診料 1000円

.容器代 400円

b高血圧、心臓病、轄原病な
とaの成人病予防(こ。

じ〉大腸がんは40歳代から増え、

50-6C歳代にピ クにとなリ

ます。

b今年から大腸検診と桝せて、
病医院で畳けられます。

胃検診
35歳以ょのかた

・畳酷料 500円

bバリウムを飲み×結写真を壇ります。

b昨年度は胃がんのほか、ポリ ブ、溝
績などが見つかっています。

40歳以上のかた

・容器代 400円

c>申込者には容器カ、配布されます。

肺がん検診
40歳以上のかた

・畳鯵料 200円

.曙たん横査が必要なかた 別途に3

00円

b肺がんは急増しています。特にタパ
コを吸うかたは必要です。

乳房検診

30歳以ょの女性

・畳官舎料 800円

・超音波写真が必要なかた 買Ij

途に200円

c>芋Lがんは、女性ホルモンの乱れ

が原因といわれ、高脂肪、高蛋白

童、晩婚、1>産などの軍手書で年々

増えています。

出今回は申L込みの必要はあリま
せん。

子宮がん検診
30歳以上の女性

・豊診料 1000円

c>年間を通じて、市内の産揖人科

検診I~ 成人病予防の第ー歩 |医で畳けらけます。
!1i，喜Fラ疋足ず9. 1. 16 【41



-E通じ主主2~l;r-~~..f.~判長 .fjao..1・

凸
ゆ
00 00様
"威9年度 ~捕後惨の申込.

担出方 法

9込書11， 2月"帥までにハ榊のまま

目封筒に入れる帆 て各帥担制方

拡従宮市.してください

またt 薗鎗 健康雄泊偲各支所へ樋出して

いた紀いても健織です

上園布 団.刷劃

字~上関市'*-"'IT固い書 ，.. 
胆 nー柵柵".

.各種険診の申込用紙tJ~変わりま Lた・
横診の対車になるかたには、世帯ごとに直接、ハガキ (各種横E幸四期込書)

を郵送します。2月はじめにお手元に届く予定です.
(平成10年3月31固まで!こ書検鯵の対車年齢に怠るかたも、申し込みできます)

・申込書の記入方法・
ハガキを聞いた左側が申込用紙です。ハガキと下leの ，(記入例)Jおよび
，-横陰のご車内』をよ〈ご置の上、ご記入〈ださい。

〈記入例〉

平成9年度各種検診の申込書

て
一

一

を
一

一

α一
十

釦
一郎
一

則
一太
一

各
一

一

歩

刊
一
掴

一
軒

O

ヨ

-
一
胃

出
一
1
一
申

込

欄

21上国花子

申|胃検診

!日** * * 
申|胃横診

込

欄1* * * 

41 * * * * * * 

申|胃輯診

込

欄1* * * 

O 
3000002 

O 
*** *** *** 

* * * 

*** *** *** 

* * * 

• このページを参考に
ご記入くださいf
【5J $，疲ラ;Ui!9. 1. 16 

-申込書の記入にあたって・

砂希望する検診に '0印』をつけてくださL、。
申し込めない検診には r** *Jマ クが

ついています。

出 (例えば男性は 『乳房検惨J)

砂基本健康診査と大腸検診は、同時に病・医院

で畳訟できるようになりました。便利になり

ましたので、基本健康診査と併せての畳診を

お勧めします(従来どおり、大腸検診のみを

集団で受診することもできます。どちらか一

方を週んでください)。

一砂職場などで検訟を実施され、申し込みを希望
されないかたは、お名前の盈ろD数字を三重

線で消してください。

※ (例えば rよ国太郎 剖曲師寺 J) 

.tlt自の方法.
申込書白希望する検診に '0印』を記入後、
2月12日刷までに各自治会の提出方法に従って

ご提出ください。

※ (例えば 隣組長さんを通じて自治会に提出

する)

また、直接、健康推進課 (市役所南庁舎1階)

.各支所へ提出していただいてもけっこうです。

提出方法は、必聾に応じて ①ハガキのまま

(たたんで)②ハガキを封筒に入れて

などの方法でお願いします。

※紛去した場合は、健鹿推進課までお問い合わ

せください。また、電話での@し込みはできま

せんので、ご了最ください。

-量齢料が無料になるかた(ただし、大腸検Itの容器代I~有料です).

マ70j量以上のかた・ 65量以上で老人樺憧法の医療畳給者

(枯診の時に、医揮畳給者証を持書してください)

マ生活保護世帯のかた ・市民税非課税世帯のかた

〔畳診前に健康推進課へe議してく ださい)
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1月26日は
文化財防火デー

l月26日は、法隆寺金堂壁画

が火提で消長した日 (昭和24年)

に当たります。

昭和30年に、この日を 『文化

財防火デー』と定め、企図的に文

化財に対する保進E識の花備を図
りながら現在に至っています。

上田市には、国宝や重要文化l吋

など憧れた文化財が数多くありま

す。毎年この 1月26日に文化財

へ目立ち入り検査などを実施し

「文化財防火連動」を行ってL、ま

す。

l'l置な文化財を火災などから守

り、子どもたちゃ孫たちに附り物

として伝えていかなければなりま

せん。そ白ためには、一人ひとり

が文化財に対して深い理解と聖護

白心を持ち、文ィl:JItを大切にする

習慣を身につけましょう。

マ問い合わせ消防本部予防車

(圃@0019)

特 42
別 52
融辺

警青
虫7
芸と

••• 
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
や
大

学
、
各
祖
学
校
な
ど
白
人
学

・
在
学

費
用
と
し
て
利
用
で
き
る

『
国
の
教

育
ロ

l
ン
』
(
融
資
限
度
額

1
5
0

万
円
)
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月

5
日
刷

(午
前
日

時
か
ら
午
後
5
時
)

・
2
月

6
日
陶

〔午
前
9
時
か
ら
正
午
〉

マ

と
こ

ろ

上
回
商

4
金
磁
所

マ
間
い
合

わ
せ

国
民
金
融
公
庫
長
野
支
庖

(回
0
2
6
1
2
3
3
1
2
1
4
1〕

税
理
士
に
よ
る
無
料

『還
付
申
告
相
談
』
へ

••• 
2
月
臼
日
刷
か
ら

M
日
幽
ま
で
の

3
日
間
、

民
理
士
会
上
回
支
部
の
各

事
務
所
で
、
所
得
控
額
白
少
額
な
か

た
白
置
付
申
告
相
談
と
申
告
書
の
作

成
を
原
則
的
に
無
料
で
行
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
電
話
辿
輔
自
う
え
、

品
帯
り
の
脱
忠
士
事
砲
附
へ
ど
う
ぞ
。

マ
対
量
者

①
年
金
を
畳
け
て
い

る
か
た
②
給
与
所
得
者
で
、
医
療

担
控
除
を
畳
け
よ
う
と
す
る
か
た

⑨
年
目
中
途
で
退
職
ま
た
は
就
職
を

さ
れ
た
か
た
な
ど

マ
相
続
畳
付
時

間

午
前
9
時
初
分
か
ら
午
陸

4
時

マ
問
い
合
わ
せ

凶
東
信
越
税
理

士
会
上
問
支
部
倫
8
8
5
3
5)

道
路
整
備
に
関
す
る

調
査
結
果
の
閲
覧
を

••• 
昨
年
申
互
に
建
恕
省
が
実
施
し
た
、

道
路
艶
備
に
閲
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
割
査

〔キ

ッ
ク
オ
フ
レ
ポ
ー
ト
)

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

マ
閲
覧
場
所
①
建
設
省
長
野
国

道
工
事
事
務
所
上
回
出
張
所
②
県

庁
道
路
建
設
課

③
上
旧
建
設
事
務

所

④
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
ホ
ム
ペ
l

p
(Z
召

¥
¥
宅
看
毛

B
E
N
-』
HS

O
Ml
吾
)

⑤

質
料
の
入
手
を
希
望
す

る
か
た
は

『
別
世
紀
白
み
ち
を
唱
え

る
委
員
会
事
務
局
』
に
ご
辿
絡
く
だ

さ
い

(
干

1
0
5東
京
都
港
区
虎
ノ

門
2

8

叩
車
時
森
ピ
ル
内
)

マ
閲
覧
期
限

2
月
お
日
幽

マ
問

い
合
わ
せ

鐙
殴
省
長
野
国
道
工
事

事
暗
所
上
回
出
張
所
倫
窃

2
7
3

7
)
 

不

mnMの
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
斜
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
玖
く
だ
さ
い
。
怠
お
、
す
で
に

段
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

段
"
の
臼
よ
り
6
か
月
聞
は
そ
の
ま

ま
登
録
し
ま
す
。

固闘閤圃・・・・・・一・

マ
屯
気
ニ
た
つ

マ
ダ
ブ
ル
ベ

ヲ

ド

マ
座
卓

マ
ス
キ
I
板

(
却

S

刊
個

青
色
}
と
ス
ト

ッ
ク

マ
ス

チ
ー
ル
担
犬
小
um

マ
ア
カ
デ
ミ
ア

百
科
事
典

マ
足
断
み
式
ミ
Y

ン

マ
婦
人
m
o
J
グ
コ
ー
ト

A
H
H
W

毛
1
0
0
%
v

マ
ス
タ

ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ

〔
1
6
5-ー
帥

1
R
U
}

司

マ
ペ
ピ
l
キ
ャ
リ
ー

マ
ペ
ヒ
ー

カ

マ
三
給
取

マ
ベ
ピ
!
ペ
ヲ

ド

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

マ
学
習
ス

タ
ン
ド

マ
屯
気
毛
布

マ
ふ
と
ん

佐
燥
機

マ
冷
厳
服

マ
大
人
周
自

ι
聴取

マ
ス
ト
ー
ブ

マ
二
段
ペ

ヲ

ド

マ
艶
理
た
ん
す

マ
食
卓
テ
ー

ブ
ル

《い
す
付
金
)

マ

隆
い
す

マ
ロ
ー
ラ
ス
ケ

ト

A

幻

咽

剖

哩

マ
4
ら
下
が
り
健
康
器

マ

ス
キ
l
ウ
Z

ア

(1
6
0
個
)

マ

歩
行
器

マ
パ
ソ
コ
ノ
台

マ
子
ど

も
用
滑
り
台

マ
屯
子
レ
ン
ン

マ

洗
樹
被

マ
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

マ

学
習
飢

マ
ベ
ビ
ー
た
ん
す

マ

ω

け
ふ
と
ん

マ
本
側

マ
応
後
セ
ヲ

ト
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納期限 1月31日働
. r!i県民税 41111 
・同民健康保蹴税 7期

合月
の
納税

恒"'Jで確実怠口座振植のご利用を

塩mt単望事憶で久孫、

c 

昨
年
四
月
白
日
の
早
朝
、
市
内

卜

中
野
田
塩
問
中
学
校
(
宮
下
昌
一

一

校
長
・
生
徒
数
6
9
8
人
)
か
ら

p
火
災
が
発
生
し
、
木
造
2
階
建
て

h
h

の
校
舎

〔
3
学
年
普
通
教
室
棟
)

〈
一

l
棟
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

・刀

火
災
の
際
に
は
、
自
治
会
開
悟

業

者
、
消
防
司

P
T
A
、
婦
人
会

授

な
ど
多
数
の
皆
様
に
消
火
活
動
、

、J炊
き
出
し
、
あ
と
か
た
づ
け
等
に

U
Y
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

4
叩
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

M

巴弓

消
火
に
あ
た
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

3
適
切
な
判
断
に
よ
り
、
他
の
校
舎

へ
白
延
焼
が
食
い
止
め
ら
れ
、
翌

ロ
月
お
日
か
ら
美
術
室
な
ど
特
別

教
室
を
利
用
し
て
凌
撲
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

不
足
す
る
教
室
に
つ
い
て
は
、
プ

レ
ハ
ブ
教
室
の
早
急
な
建
設
に
よ

り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

l
月
8
日
に
は
始
業
式
が
行
わ
れ

3
学
期
白
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

よ理哩l

14 
1月'8に行われた姶家式

長ZEーー J 

一相 zEE- -dF  

相 談名 日 時 会楊なと

2月14回世

市置所
法 律 籾 盟 13:30-15:30 
(予約制) 2月3028自由 生活環境課

13:30-15:30 

土 地建物繍談
2月13日同

13-DO~B1日6闘:00 

人倫 ・悩みごと相談
2月 d 1 人(権南庁同和舎対1策階謀) 13:00-16:00 

農地問問相談
2月3日明) o I (屡本集庁委舎員2会焔)8:30-17:00 

f寸 政 相 談
2月10日明)

よ図函武10:00-15:00 

心配ごと相談
毎週火明日
10:00-15:00 

緬祉よろず相談 毎週月~金曙B
自:00-16:凹

語長
律(予約制相) 

E定 2月15日出 社会福勧告~I畿会
10凹~正午 (，，""8080) 

児 重 相 政
毎週土曙目
13: 30-15: 30 

結 婚 相 談
毎週水曙目
10: 00-15: 00 

法
律(予約制相) 

談 2月12日刷
13:30--15:00 よ図商工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 (，，""4500) 
9:00-16:目。

市主遍民夢放相絡談談
毎週月~金曜日

市 生活環舎境課階
9:00-16:凹 (本庁 "1) 

児 盆 相 談 毎9週0月0~金曜日 世 s福@ht銀-16:00 (n@2000) 

母 子・ 婦人相談 毎週月~金曜日 所
循祉課

9:00-16:00 (内線1608)

高齢者聡業相談
毎週月~金曜日

高働者機集積麟窒

9，00-'6，00 t勤(労S者骨福祉センター内)8 5 3 2) 

保育(竃子話相育暗て)線級 毎週月~金曜日
9:00-16:00 南部保育園相談室

保育(・箇子綾相育談て)相骸毎週火曜臼・木曜日 (H@3096) 
9:00-16:00 

開

幽

骨

⑨

1
月
日
日
1
幻
日
は

「防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

市
政
テ
レ
ビ
番
組
『
ふ
れ
あ
い
上
田
』

竹
下
市
長
が
上
回
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
1
月

口
日
で
2
年
経
ち
ま
す
。
死
者
が

6
3
0
0人
を
超
え
る
な
ど
戦
佳

最
大
の
被
害
を
も
た
・
り
し
た
こ
白

震
提
由
際
に
は
、
全
国
か
ら
か
け

つ
け
た
膨
大
な
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
被
災
地
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
み
、
国
民
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
曳
聖
性
が

認
知
さ
れ
ま
し
た
。

上
岡
市
で
も
昨
年
4
月
か
ら

「災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
』
の
幕
聾

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
お
ぜ
い
白

皆
さ
ん
白
書
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
対
車

災
害
時
に
故
援
活

動
に
携
わ
る
ャ
」
と
が
で
き
る

高
校
生
以
上
白
個
人

・
団
体

・
連
絡
先

福
祉
課

(内
組

1
6
0
3
1
1
6
0
7
)
 

社
会
福
祉
協
議
会
(
固

@
S

0
2
5
)
 

ま
た
、
小
谷
村
田
土
石
流
災
害

を
見
る
ま
で
も
な
く
、
災
害
は
い

っ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。災
害
に
対
す
る
備
え
は
、
こ
こ

ま
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
由
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
家
庭
に
お

い
て
、
例
え一
ば
、
①
災
害
時
四
避

難
場
所
や
ま
臨

一
人
ひ
と
り
の
役

割
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
。
②
お

よ
そ

3
日
升
の
食
料
の
備
蓄
を
行

う
と
と
も
に
、
非
常
持
ち
出
し
品

の
用
意
を
し
て
お
く
。
③
「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
司
る
」

と
い
う
意
識
の
も
と
、
積
極
的
に

地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
へ
書

加
す
る
。
な
ど
、
自
分
た
ち
が
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
防
災
対
覧
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
阪
神

・
淡
路

大
震
災
を
記
憶
に
残
し
、
そ
の
教

訓
を
災
害
白
備
え
に
生
か
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

『広
げ
よ
う
、
守
る
力
と
支
え
あ

一つ
・山
』

マ
問
い
合
わ
せ

1
2
0
6
)
 

上田市の交通事故発生状況 件数削(+ぺ沼裂討すqfL22;叩
16 1 広4宮ラ~1:!9

総
務
課

(内
線

1
月
初
日
出
午
前
刊
時

i
n時
初
分
信
越
放
送
で
放
映
予
定

【7J
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二7
.基本健康診査の受診はお済みですか

申込者に送付した 『基本健康診査受診票J(薄茶色

白封説)はご利用になりましたか。

4叫生以上のかたで、高血圧 ・心臓病 ・帖尿病込どの

成人病白早期発見のため、健康診査を実施しています。

畳詰料は 1000円で、市内の病院 ・医院で畳器でき

ます (70歳以上のかたなどは無料です)。

2月末日までに、ぜひ畳語くださb、。

マ問い合わせ 健康推進課(困 16 2 1 ) 

新病院側院のため看護職員を募集しています。詳細

については、国立東信病院者護部までどうぞ。

C>応募輩格 次白条刊を満たしているかた。①保健

婦 ・助産嗣・看護婦 (看護士)[平成9年3月卒業見込

者も可] ②市内田病院 ・医院に勤務していないかた

③三交替勤務が可能なかた ④30歳までのかた b 

採用時期 4月1日凶 C>申込期限 2月28日制 C>Efl 

し込み 問い合わせ 国立東信病院看護婦部(〒386

上回市緑が丘 1-27 -21 1!Ei)ij)1890・困203)

-国立東信病院看護職員募集

『共同作業所』の住宅を探しています

現在、金升地区に、心を病んで回復途上にあり、社

会直帰をめざしているか7このための 「共同作業所』が

あります。そこが手狭になり、もう一つ作業所を問所

するために、住宅を探しています。

詳しくは 『山びこ白家』へお山H、合わせくださL、。

b希望物件上回rl1内で、一戸越て4部屋以上、駐
車場3台以上 b問い合わせ 山びこの家 (回泡90 
5 6) 

• tlT 保健

健康推進諜

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただく

のが母親学級です。予約は不要ですので、直接お出か

けくださL、。

C>対象 妊娠中由人(出産予定日=平成9年7月ま

で) C>とニろ 塩田母子健康センター (1Iliゆ314

9 C>持ち物 母子健康手帳・筆記用具 bその他
テキスト代実質 マ問い合わせ 広田支所 (I!!陶30 

o 0) .r母親学級J

『母親学級』-お産の不安を和らげる

(困1625)

じ〉豊付時間 いずれも午桂 l時-2時 b持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン(l歳6か月児)， 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある他康器査票に記入してお持ちください。 3

歳児は健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送り

しますので、ご記入のうえお持ちくださL、。また、毘

検査の容器もお持ちください。

.2月の乳幼児健康診査
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の日程と内容

回 月 日 内 白骨

2月5日嗣
妊櫨中白生活~産後の心得

丈夫な歯をつくるために

2 2月12日色村
赤ちゃんの栄聾(母車栄聾)

お母さんの栄葺(試宜)

3 2月19日。ω呼吸法と妊婦体操(実技)
仲間づくり (ゲルプワ ク)

4 2月26日。ω 赤ちゃんの生活と保育
お風呂の入れ方 (実習)

5 3月5目白川
講溝 [子育てと親子の幹]

先輩ママからのメッセージ
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話 時聞は午後 1 時30分-4時 (聖付I~午後 1 時から)

※1回呂田持ち物は、ハフラシ、コップ、手鏡
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